
水道事業

Ⅰ　水道事業決算概要

１　業務量　(決算書　25ページ）

２　収益的収支（損益計算書）　(決算書　４～５ページ、25ページ、28～31ページ）

（千円）※消費税抜き

平成30年度 平成29年度 増減 増減率

営業収益 1,895,413 1,896,393 △ 980 △ 0.05%

1,741,843 1,742,312 △ 469 △ 0.03%

営業外収益 289,798 291,715 △ 1,917 △ 0.66%

286,564 288,441 △ 1,877 △ 0.65%

2,185,211 2,188,108 △ 2,897 △ 0.13%

営業費用 1,620,091 1,668,786 △ 48,695 △ 2.92%

1,031,904 1,027,082 4,822 0.47%

28,472 102,037 △ 73,565 △ 72.10%

営業外費用 151,551 160,089 △ 8,538 △ 5.33%

1,771,642 1,828,875 △ 57,233 △ 3.13%

413,569 359,233 54,336 15.13%

△ 1,703 2,210 △ 3,913 △ 77.06%

411,866 361,443 50,423 13.95%

３　資本的収支　（決算書　２～３ページ、32ページ～33ページ）

（千円）※消費税込み

平成30年度 平成29年度 増減 増減率

614,728 74,991 539,737 719.74%

122,000 0 122,000 -

2,027,793 1,400,728 627,065 44.77%

572,850 563,102 9,748 1.73%

95,186 58,344

867,879 1,145,393

450,000 122,000

※ 表中収益計とグラフの収益的収入の差額831千円は特別利益、表中費用計
とグラフの収益的支出の差額△2,534千円は特別損失で、差引△1,703千円が
表中の特別損益です。　水道施設の整備と企業債償還を行うための収支状況です。

建設改良積立金

うち企業債

資本的収支不足額
（a）-（b）

　　純 損 益

資本的支出（b）

うち企業債償還金

　収益は21億8,521万1千円で、給水収益や長期前受金戻入の減少に伴い、289万
7千円減少しました。
　費用は17億7,164万2千円で、資産減耗費や支払利息の減少に伴い、5,723万
3千円減少しました。
　純損益は5,042万3千円増加し、4億1,186万6千円の黒字となりました。

平成30年度安曇野市上下水道事業　決算概要

    収益　計　①

    費用　計　②

　　経常損益　①-②

　　特別損益

うち給水収益

うち長期前受金戻入

うち減価償却費

うち資産減耗費

　水道水を作り、みなさまへお届けするための収支状況です。
　水道水がどのくらい売れて、その水道水を供給するまでにどのくらいの費用がかかっているのかを表しています。

収益的収支

資本的収支

上記
補てん
財源

消費税資本的収支
調整額

損益勘定留保資金
(※1)

資本的収入（a）

　平成30年度は主要管路整備導・配水管布設替工事及び豊科・明科地域整備事
業を重点施策として実施しました。
　資本的収入は6億1,472万8千円で、重点施策の財源としての企業債、国庫補助
金、一般会計出資金の収入により5億3,973万7千円増加しました。
　資本的支出は20億2,779万3千円で、建設改良費の支出により6億2,706万
5千円増加しました。
　収支差引で不足する14億1,306万5千円は、過年度分損益勘定留保資金4億
8,395万2千円、当年度分損益勘定留保資金3億8,392万7千円、建設改良積立金
4億5,000万円の取り崩しなどで補てんしました。

(※1)損益勘定留保資金
　　　施設の減価償却費など現金の支出を必要としない企業内部で留保される資金

6.59%△ 1,325,737 △ 87,328△ 1,413,065

H26 H27 H28 H29 H30

給水人口（人） 97,423 97,264 97,027 97,118 96,630

給水戸数（戸） 37,896 38,228 38,593 39,414 39,428

H30
96,630

H30
39,428

35,000

36,000

37,000

38,000

39,000

40,000

41,000

42,000

90,000

95,000

100,000

105,000

給水人口・給水戸数(人) (戸)

給水収益
1,741,843

給水収益
1,742,312

その他収入
157,635

その他収入
165,908

減価償却費
1,031,904

減価償却費
1,027,082

維持管理経費
596,259

維持管理経費
648,866

支払利息
146,013

支払利息
159,270

当期純利益
411,866

当期純利益
361,443

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

収益的収入

2,186,042千円

収益的支出

1,774,176千円

収益的収入

2,196,660千円

収益的支出

1,835,217千円

収益的収支

平成30年度 平成29年度

（千円）

企業債 122,000

出資金 332,600

補てん財源
963,065

補てん財源
1,203,737

建設改良費
1,454,943

建設改良費
837,626

企業債償還金
572,850

企業債償還金
563,102

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

資本的収入

614,728千円

資本的支出

2,027,793千円

資本的収入

74,991千円

資本的支出

1,400,728千円

資本的収支
平成30年度 平成29年度（千円）

H26 H27 H28 H29 H30

年間配水量（㎥） 12,460,078 12,602,399 12,335,185 12,154,269 11,870,426

年間給水量（㎥） 9,886,882 9,818,126 9,816,322 9,756,979 9,752,174

年間有収水量率（％） 79.3 77.9 79.6 80.3 82.2

H30
11,870,426

H30
9,752,174

H30
82.2

76

77

78

79

80

81

82

83

9,000,000

10,000,000

11,000,000

12,000,000

13,000,000

年間配水量・年間給水量(年間有収水量)・有収水量率
(㎥)

(%

補助金 78,235

建設改良積立金
450,000

建設改良積立金
122,000

負担金等 81,893

負担金等 74,991

長期前受金戻入
286,564

長期前受金戻入
288,441
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４　貸借対照表　(決算書　８～９ページ）

　財政状態を表し、保有している財産の状況や、抱えている借入金の状況などを明らかにしています。

（千円）
平成30年度 平成29年度 増減

資産 26,756,619 26,224,430 532,189

23,199,597 22,890,725 308,872

3,557,022 3,333,705 223,317

3,129,320 3,189,551 △ 60,231

負債 13,295,113 13,507,390 △ 212,277

6,032,655 6,481,580 △ 448,925

6,032,655 6,481,580 △ 448,925

1,184,617 826,587 358,030

570,926 572,850 △ 1,924

6,077,841 6,199,223 △ 121,382

資本 13,461,506 12,717,040 744,466

10,964,496 10,509,896 454,600

2,497,010 2,207,144 289,866

193,990 194,019 △ 29

2,303,020 2,013,125 289,895

26,756,619 26,224,430 532,189

５　キャッシュ・フロー計算書　(決算書　27ページ）
　１年間の現金収入や現金支出を「業務活動」「投資活動」「財務活動」の３種類に区分けして、現金の流れを表します。
　業務ＣＦでは、主たる業務活動に伴う現金の増減を表します。プラスになっていることが原則で、多いほど事業活動が順調と言えます。
　投資ＣＦでは、施設の整備や固定資産の取得に伴う現金の増減を表します。通常はマイナスとなります。
　財務ＣＦでは、資金調達や企業債の返済に伴う現金の増減を表します。企業債を返済した場合はマイナス、借入れた場合はプラスとなります。

（千円）
平成30年度 平成29年度 増減

1,170,395 1,142,183 28,212

△ 875,076 △ 692,603 △ 182,473

△ 355,550 △ 563,102 207,552

　現金増減額 △ 60,231 △ 113,522 53,291

　現金期首残高 3,189,551 3,303,073 △ 113,522

　現金期末残高 3,129,320 3,189,551 △ 60,231

６　企業債　(決算書　26ページ、35～36ページ）

（千円）
平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

７　利益剰余金　(決算書　６～７ページ）
（千円） 利益剰余金処分（案） （千円）

前年度からの繰越利益剰余金　A 925 △ 411,900
当年度変動額　B 861,895 △ 450,000

411,866 △ 861,900
450,029 （千円）

当年度未処分利益剰余金　(C=A+B) 862,820 920

　剰余金の処分は、市議会での認定議決を受け
て実行します。
　当年度の利益は、後年度の更新事業の財源に
充てるため、建設改良積立金へ積立てます。

建設改良積立金の積立
資本金への組入れ

処分額　計　D

翌年度への繰越利益剰余金(E=C-D)

122,000

　平成30年度は主要管路整備導・配水管布設替工事及び豊科・明
科地域整備事業を重点施策として実施しましたが、竣工が年度末
となった工事により、資産では未収金が、負債では未払金がそれ
ぞれ増加しました。また、前年度決算で取り崩した建設改良積立
金を資本金へ組入れたため、資本金が増加しました。

剰余金

年度

　利益剰余金

業務活動によるｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ

投資活動によるｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ

負債＋資本　計

財務活動によるｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ

資本金

繰延収益

流動負債

　うち企業債

　うち企業債

流動資産

　うち現金

固定負債

年度末
残高

　業務活動による現金は、11億7,039万5千円の増で順調な経営状
況となっています。投資活動による現金は、8億7,507万6千円の
減で主要管路整備導・配水管布設替工事、豊科・明科地域整備事
業等の建設改良費を支出しました。財務活動による現金は、3億
5,555万円の減で企業債・一般会計出資金の収入を企業債償還金
の支出が上回りました。現金の期末残高は、31億2,932万円とな
りました。

7,054,430 6,603,580

　当年度未処分利益剰余金は、前年度繰越額92万5
千円と当年度純利益4億1,186万6千円、資本的収支
の不足額を補てんするために建設改良積立金を取
り崩した4億5,000万円等の合計8億6,282万円とな
りました。

当年度純利益

積立金、資本剰余金の取り崩し

7,617,5329,031,534 8,396,461

　平成30年度は、主要管路整備導・配水管布設替工事費の財源を確保するため
に、1億2,200万円の企業債を新たに借入れました。
　一方で、5億7,285万円の元金償還により、年度末の企業債残高は66億358万円
となりました。
　また、企業債利息として1億4,601万3千円を支払いました。

借入額 0 0 0 0

　資本剰余金

固定資産

6,603,580

572,850

146,013
0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

14,000,000

16,000,000

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

企業債残高・償還額

企業債残高 企業債元金 企業債利息

流動資産
3,557,022

流動資産
3,333,705

固定資産
23,199,597

固定資産
22,890,725

資本の部
13,461,506

資本の部
12,717,040

繰延収益
6,077,841

繰延収益
6,199,223

流動負債 1,184,617
流動負債 826,587

固定負債
6,032,655

固定負債
6,481,580

0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000

25,000,000

30,000,000

資産の部

26,756,619千円

負債及び資本の部

26,756,619千円

資産の部

26,224,430千円

負債及び資本の部

26,224,430千円

貸借対照表
（千円）

平成29年度平成30年度

水道料金収入、

水道施設維持

管理費の支出

企業債償還金

の支出

建設改良費

の支出、

補助金収入

など

現金減少額

△60,231千円

業務ＣＦ

（プラス）

1,170,395千円

財務ＣＦ

（マイナス）

△355,550千円

投資ＣＦ

（マイナス）

△875,076千円

償還額、

利息（千円） 残高（千円）
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Ⅱ　下水道事業決算概要

１　業務量　（決算書　53ページ）

２　収益的収支(損益計算書)　（決算書　40～41ページ、54ページ、57～60ページ）

（千円）※消費税抜き

平成30年度 平成29年度 増減 増減率

営業収益 1,631,743 1,589,994 41,749 2.63%

1,611,442 1,582,960 28,482 1.80%

営業外収益 2,814,263 2,802,637 11,626 0.41%

1,879,789 1,897,463 △ 17,674 △ 0.93%

4,446,006 4,392,631 53,375 1.22%

営業費用 3,055,678 3,018,129 37,549 1.24%

1,924,738 1,966,162 △ 41,424 △ 2.11%

営業外費用 646,952 689,147 △ 42,195 △ 6.12%

3,702,630 3,707,276 △ 4,646 △ 0.13%

743,376 685,355 58,021 8.47%

0 408 △ 408 △ 100.00%

743,376 685,763 57,613 8.40%

３　資本的収支　（決算書　38～39ページ、61～62ページ）
　下水道施設の整備と企業債償還を行うための収支状況です。

（千円）※消費税込み

平成30年度 平成29年度 増減 増減率

資本的収入（a） 799,400 561,113 238,287 42.47%

うち資本費平準化債 322,100 0 322,100 100.00%

資本的支出（b） 2,421,224 2,446,578 △ 25,354 △ 1.04%

2,246,112 2,190,314 55,798 2.55%

5,325 13,096

929,999 1,086,593

686,500 480,800

0 304,976

（参考）一般会計繰入金収入額の比較　（決算書　57ページ、61ページ）
（千円）

平成30年度 平成29年度 増減
一般会計繰入金合計 2,107,893 2,120,882 △ 12,989
　 収益的収入 1,881,443 1,899,272 △ 17,829 ※収益的収入グラフとの差額は基準外繰入金（営業収益）分です。

資本的収入 226,450 221,610 4,840 　（平成30年度　165万4千円、平成29年度　180万9千円）

※平成29年度の表中収益計とグラフの収益的収入の差額44万6千円は特別利益、表
中費用計とグラフの収益的支出の差額△3万8千円は特別損失で、差引 40万8千円
が特別損益です。

うち企業債償還金

　　純 損 益

消費税資本的収支
調整額

　収益は44億4,600万6千円で、下水道使用料の増加に伴い、5,337万5千円増加
しました。下水道使用料の増加に伴い一般会計繰入金が減少しましたが、収入
合計の４割を一般会計繰入金が占めています。
　費用は37億263万円で、有収水量の増加等により流域下水道へ支出する維持管
理負担金が増加しましたが、減価償却費や支払利息の減少に伴い、464万6千円
減少しました。
　純損益は5,761万3千円増加し、7億4,337万6千円の黒字となりました。

　資本的収入は7億9,940万円で、資本費平準化債を新たに借入れたため、2億
3,828万7千円増加しました。
　資本的支出は24億2,122万4千円で、建設改良費の減少に伴い2,535万4千円減
少しました。
　収支差引で不足する16億2,182万4千円は、過年度分損益勘定留保資金3,204万
8千円、当年度分損益勘定留保資金8億9,795万1千円と減債積立金6億8,650万円
の取り崩しなどで補てんしました。

(※1)損益勘定留保資金
　　　施設の減価償却費などの現金の支出を必要としない企業内部で留保される資金

引継金

△ 13.98%263,641

減債積立金

　使われた水をきれいにして川に流すまでの収支状況です。
　下水道がどのくらい使用され、その汚水を処理するまでにどのくらい費用がかかっているのかを表しています。

資本的収支

資本的収支不足額
（a）-（b）

△ 1,621,824 △ 1,885,465

損益勘定留保資金
(※1)

収益的収支

    収益　計　①

    費用　計　②

　　経常損益　①-②

　　特別損益

うち一般会計繰入金

うち下水道使用料

うち減価償却費

（一般会計負担金）

上記
補てん
財源

H26 H27 H28 H29 H30

年間汚水量（㎥） 7,702,268 7,820,975 8,045,340 8,141,998 8,282,785

H30
8,282,785

7,000,000

7,500,000

8,000,000

8,500,000

年間汚水量

（年間有収水量）

下水道使用料
1,611,442

下水道使用料
1,582,960

一般会計繰入金
1,879,789

一般会計繰入金
1,897,463

長期前受金戻入
832,651

長期前受金戻入
851,068

その他収入
122,124

その他収入
61,586

減価償却費
1,924,738

減価償却費
1,966,162

維持管理経費
1,139,005

維持管理経費
1,056,014

支払利息
638,887

支払利息
685,138

当期純利益
743,376

当期純利益
685,763

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

4,000,000

4,500,000

収益的収入

4,446,006千円

収益的支出

3,702,630千円

収益的収入

4,393,077千円

収益的支出

3,707,314千円

収益的収支

企業債
478,900 企業債

221,900 

負担金等 94,050

負担金等 117,603

一般会計繰入金
226,450

一般会計繰入金
221,610

減債積立金
686,500

減債積立金
480,800

補てん財源
935,324

補てん財源
1,404,665

建設改良費
175,112

建設改良費
256,264

企業債償還金
2,246,112

企業債償還金
2,190,314

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

資本的収入

799,400千円

資本的支出

2,421,224千円

資本的収入

561,113千円

資本的支出

2,446,578千円

資本的収支
平成29年度平成30年度

（千円）

（千円）

H26 H27 H28 H29 H30

処理区域内人口（人） 90,674 90,734 90,614 89,915 89,648

水洗化人口（人） 72,582 73,504 74,235 75,361 75,865

水洗化率（％） 80.0 81.0 81.9 83.8 84.6

H30
89,648

H30
75,865

H30
84.6 
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81.0

82.0

83.0

84.0

85.0
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85,000

90,000

95,000

処理区域内人口・水洗化人口・水洗化率

(人)

(%) (㎥)

平成30年度 平成29年度
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下水道事業

４　貸借対照表　（決算書　44～45ページ）
　財政状態を表し、保有している財産や、抱えている借入金の状況などを明らかにしています。

（千円）
平成30年度 平成29年度 増減

資産 63,768,850 65,140,528 △ 1,371,678

62,622,437 64,277,068 △ 1,654,631

1,146,413 863,460 282,953

1,024,384 738,038 286,346

負債 56,225,063 58,340,118 △ 2,115,055

28,642,290 30,484,834 △ 1,842,544

28,642,290 30,484,834 △ 1,842,544

2,624,444 2,483,079 141,365

2,321,444 2,246,112 75,332

24,958,329 25,372,205 △ 413,876

資本 7,543,787 6,800,410 743,377

5,716,273 5,235,473 480,800

1,827,514 1,564,937 262,577

397,447 397,447 0

1,430,067 1,167,490 262,577

63,768,850 65,140,528 △ 1,371,678

５　キャッシュ・フロー計算書　（決算書　56ページ）
　１年間の現金収入や現金支出を「業務活動」「投資活動」「財務活動」の３種類に区分けして、現金の流れを表します。
　業務ＣＦでは、主たる業務活動に伴う現金の増減を表します。プラスになっていることが原則で、多いほど事業活動が順調と言えます。
　投資ＣＦでは、施設の整備や固定資産の取得に伴う現金の増減を表します。通常は、マイナスになります。
　財務ＣＦでは、資金調達や企業債の返済に伴う現金の増減を表します。企業債を返済した場合にマイナス、借入れた場合にプラスとなります。

（千円）
平成30年度 平成29年度 増減

1,866,422 1,772,271 94,151

△ 39,314 △ 106,460 67,146

△ 1,540,762 △ 1,746,803 206,041

　現金増減額 286,346 △ 80,992 367,338

　現金期首残高 738,038 819,030 △ 80,992

　現金期末残高 1,024,384 738,038 286,346

６　企業債　(決算書　55ページ、64～77ページ）

（千円）
平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

７　利益剰余金　（決算書　42～43ページ）
（千円） 利益剰余金処分（案） （千円）

前年度からの繰越利益剰余金　A 191 △ 743,400
当年度変動額　B 1,429,876 △ 686,500

743,376 △ 1,429,900
686,500 （千円）

当年度未処分利益剰余金　(C=A+B) 1,430,067 167

478,900

流動資産

　うち現金

資本金

　平成30年度は、下水道事業債を1億5,680万円と資本費平準化債を3億2,210万
円を借入れました。
　一方で、22億4,611万2千円の元金償還により、年度末の企業債残高は309億
6,373万4千円となりました。
　また、企業債利息として6億3,888万7千円を支払いました。

32,730,946 30,963,734

投資活動によるｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ

業務活動によるｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ

　業務活動による現金は、18億6,642万2千円の増で順調な経営と
なっています。投資活動による現金は、3,931万4千円の減で犀川
安曇野流域下水道事業にかかる負担金等を支出しました。財務活
動による現金は、15億4,076万2千円の減で企業債の償還金を支出
しました。現金の期末残高は、10億2,438万4千円となりました。

財務活動によるｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ

年度末
残高

年度

38,445,274 36,611,813

借入額 271,200 248,200 223,500 221,900

当年度純利益

　うち企業債

流動負債

　うち企業債

繰延収益

固定負債

　利益剰余金

　当年度未処分利益剰余金は、前年度繰越額19万1
千円と当年度純利益7億4,337万6千円、資本的収支
の不足額を補てんするために減債積立金を取り崩
した6億8,650万円の合計14億3,006万7千円となり
ました。

　剰余金の処分は、市議会での認定議決を受け
て実行します。
　当年度の利益は、企業債返済の財源に充てる
ため、減債積立金へ積立てます。

負債＋資本　計

翌年度への繰越利益剰余金(E=C-D)

処分額　計　D
資本金への組入れ
減債積立金の積立

　企業債残高が309億6,373万4千円で、負債合計の約55％を占め
ています。また、前年度決算で取り崩した減債積立金を資本金へ
組入れたため、資本金が増加しました。

34,699,360

固定資産

積立金の取り崩し

剰余金

　資本剰余金

30,963,734

2,246,112

638,887

0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000

25,000,000

30,000,000

35,000,000

40,000,000

45,000,000

50,000,000

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

企業債残高・償還額

企業債残高 企業債償還額 企業債利息

流動資産 1,146,413 流動資産 863,460

固定資産
62,622,437

固定資産
64,277,068

資本の部 7,543,787 資本の部 6,800,410

繰延収益
24,958,329

繰延収益
25,372,205

流動負債 2,624,444 流動負債 2,483,079

固定負債
28,642,290

固定負債
30,484,834

0

10,000,000

20,000,000

30,000,000

40,000,000

50,000,000

60,000,000

70,000,000

資産の部

63,768,850千円

負債及び資本の部

63,768,850千円

資産の部

65,140,528千円

負債及び資本の部

65,140,528千円

貸借対照表
平成30年度 平成29年度

使用料収入、

汚水処理・施設

維持管理費支出

企業債元金

償還金支出、

借入収入

現金増加額

286,346千円

業務ＣＦ

（プラス）

1,866,422千円

財務ＣＦ

（マイナス）

△1,540,762千円

投資ＣＦ

（マイナス）

△39,314千円

・建設改良費支出

・受益者負担金収入

（千円）

償還額、

利息（千円） 残高（千円）
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Ⅲ　水道事業・下水道事業の比較

１　収益的収支(損益計算書)

２　資本的収支

３　貸借対照表

　財政状態を比較すると、水道事業は資産、負債ともに下水道事業のおおよそ４割でとなり、事業規模の差がよく分かります。水道事業は、主
要管路布設替工事、下水道事業は流域下水道建設負担金の財源として企業債の借入れを行いながら、多額な返済も行っています。

　水道事業では、給水収益で費用のほとんどを賄えていますが、下水道事業では、使用料収入だけでは費用全体の４割弱しか賄えていません。
下水道事業の経営には、一般会計からの繰入金が不可欠であることが分かります。

　２事業とも施設の整備等に係る財源の不足が発生します。水道事業は、過年度及び当年度に発生した損益勘定留保資金（減価償却費等）や建
設改良積立金などにより、不足分を補てんしています。同様に下水道事業も過年度及び当年度に発生した損益勘定留保資金や減債積立金などに
より不足分を補てんしています。

給水収益
1,741,843

下水道使用料
1,611,442

一般会計繰入金
1,879,789

長期前受金戻入 286,564

長期前受金戻入
832,651

その他収入 157,635

その他収入 122,124

減価償却費
1,031,904

減価償却費
1,924,738

維持管理経費
596,259

維持管理経費
1,139,005

支払利息 146,013

支払利息
638,887

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

4,000,000

4,500,000

収益的収入

2,186,042千円

収益的支出

1,774,176千円

収益的収入

4,446,006千円

収益的支出

3,702,630千円

企業債 122,000

企業債 478,900
負担金等 81,893

負担金等 94,050

一般会計繰入金 226,450

補助金 78,235

出資金 332,600

建設改良積立金
450,000

減債積立金
686,500 

補てん財源
963,065

補てん財源
935,324

建設改良費
1,454,943

建設改良費 175,112

企業債償還金
572,850

企業債償還金
2,246,112

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

資本的収入

614,728千円

資本的支出

2,027,792千円

資本的収入

799,400千円

資本的支出

2,421,224千円

流動資産 3,557,022 流動資産 1,146,413

固定資産 23,199,597

固定資産 62,622,437

資本の部
13,461,506 資本の部 7,543,787

繰延収益 6,077,841

繰延収益
24,958,329

流動負債 1,184,617

流動負債 2,624,444

固定負債 6,032,655

固定負債 28,642,290

0
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30,000,000
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50,000,000

60,000,000

70,000,000

資産の部

26,756,619千円

負債及び資本の部

26,756,619千円

資産の部

63,768,850千円

負債及び資本の部

63,768,850千円

【水道】

【下水道】

【水道】

【水道】

【下水道】

【下水道】

（千円）

（千円）

（千円）

当期純利益 743,376

当期純利益 411,866
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